
JP 2006-227297 A5 2008.4.3

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理装置であって、
　前記画像データから、前記所定サイズよりも小さい縮小画像を生成する縮小手段と、
　前記縮小画像に対して回転処理を適用し、回転画像を生成する回転手段と、
　前記回転画像を前記所定サイズに拡大した結果を前記表示用画像データとして出力する
変倍手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理装置であって、
　前記画像データの切り替え指示を検出する検出手段と、
　前記画像データの縮小画像を生成する縮小手段と、
　前記縮小画像を回転した回転画像を生成する回転手段と、
　前記回転画像を前記所定サイズに変倍する変倍手段と、
　前記切り替え指示が検出されている場合には、前記縮小手段により前記所定サイズより
も小さい縮小画像を生成させ、前記切り替え指示が検出されない場合には、前記縮小手段
により前記所定サイズの縮小画像を生成させる制御手段とを有することを特徴とする画像
処理装置。
【請求項３】
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　前記画像データが回転の必要な画像か否かを判定する判定手段をさらに有し、
　前記制御手段が、回転の必要でない前記画像データに対しては、前記画像データを前記
縮小手段により前記所定サイズに縮小した画像を前記表示用画像データとして出力させる
ことを特徴とする請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記縮小手段が、前記画像データの縦方向と横方向とで異なる縮小率を適用して前記縮
小画像を生成するとともに、
　前記変倍手段が、前記縮小画像生成時の縦方向及び横方向での縮小率の差異を相殺する
ように拡大処理を行うとともに、前記拡大処理後の画像データの、前記所定サイズに満た
ない領域に所定色の画素を含ませることで、前記所定サイズの画像データを生成すること
を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記縮小手段が、前記画像データ中の指定された領域に対応する領域画像から前記縮小
画像を生成することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項６】
　移動指示入力を検出する検出手段と、
　画像データの、前記移動指示入力に応じた切り出し位置から所定の大きさの領域画像を
切り出す切り出し手段と、
　前記領域画像から所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理手段とを有する画
像処理装置であって、
　前記画像処理手段は、前記移動指示入力が検出され、かつ前記移動指示入力に応じた方
向に前記切り出し位置を移動可能である場合には、前記移動指示入力が検出され、かつ前
記移動指示に応じた方向に前記切り出し位置を変更可能でない場合よりも、低い解像度の
表示用画像データを生成することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理手段は、前記移動指示入力があり、かつ前記移動指示入力に応じた方向に
前記切り出し位置を移動可能である場合には、前記領域画像を前記所定サイズよりも小さ
いサイズに縮小した後、前記所定サイズに拡大することにより、前記表示用画像データを
生成することを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像処理手段は、前記領域画像を前記所定サイズよりも小さいサイズに縮小した後
、回転処理を行ってから前記所定サイズに拡大することを特徴とする請求項７記載の画像
処理装置。
【請求項９】
　前記画像処理手段は、前記移動指示入力が検出され、かつ前記移動指示入力に応じた方
向に前記切り出し位置を移動可能でない場合には、前記領域画像を前記所定サイズに縮小
することで、前記表示用画像データを生成することを特徴とする請求項６乃至請求項８の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画像処理手段は、前記領域画像を前記所定サイズに縮小した後、さらに回転処理を
行って前記表示用画像データを生成することを特徴とする請求項９記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記画像処理手段が、前記画像データが回転処理を必要としない場合には、前記移動指
示入力の検出有無及び前記切り出し位置の移動可能性とは無関係に、前記領域画像を前記
所定サイズに合わせて拡大又は縮小することにより、前記表示用画像データを生成するこ
とを特徴とする請求項６乃至請求項１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　表示手段と、
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　前記画像データを前記画像処理装置に供給する供給手段とを有し、
　前記画像処理装置が生成する表示用画像データを前記表示手段で表示することを特徴と
する撮像装置。
【請求項１３】
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理方法であって、
　前記画像データから、前記所定サイズよりも小さい縮小画像を生成する縮小工程と、
　前記縮小画像に対して回転処理を適用し、回転画像を生成する回転工程と、
　前記回転画像を前記所定サイズに拡大した結果を前記表示用画像データとして出力する
拡大工程とを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理方法であって、
　前記画像データの切り替え指示を検出する検出工程と、
　前記画像データの縮小画像を生成する縮小工程と、
　前記縮小画像を回転した回転画像を生成する回転工程と、
　前記回転画像を前記所定サイズに変倍する変倍工程と、
　前記切り替え指示が検出されている場合には、前記縮小手段により前記所定サイズより
も小さい縮小画像を生成させ、前記切り替え指示が検出されない場合には、前記縮小手段
により前記所定サイズの縮小画像を生成させる制御工程とを有することを特徴とする画像
処理方法。
【請求項１５】
　移動指示入力を検出する検出工程と、
　画像データの、前記移動指示入力に応じた切り出し位置から所定の大きさの領域画像を
切り出す切り出し工程と、
　前記領域画像から所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理工程とを有する画
像処理方法であって、
　前記画像処理工程は、前記移動指示入力が検出され、かつ前記移動指示入力に応じた方
向に前記切り出し位置を移動可能である場合には、前記移動指示入力が検出され、かつ前
記移動指示に応じた方向に前記切り出しを行う位置を変更可能でない場合よりも、低い解
像度の表示用画像データを生成することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１６】
　コンピュータに、
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理方法における、
　前記画像データから、前記所定サイズよりも小さい縮小画像を生成する縮小工程と、
　前記縮小画像に対して回転処理を適用し、回転画像を生成する回転工程と、
　前記回転画像を前記所定サイズに拡大した結果を前記表示用画像データとして出力する
変倍工程とを実行させるためのプログラム。
【請求項１７】
　コンピュータに、
　画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理方法における、
　前記画像データの切り替え指示を検出する検出工程と、
　前記画像データの縮小画像を生成する縮小工程と、
　前記縮小画像を回転した回転画像を生成する回転工程と、
　前記回転画像を前記所定サイズに変倍する変倍工程と、
　前記切り替え指示が検出されている場合には、前記縮小手段により前記所定サイズより
も小さい縮小画像を生成させ、前記切り替え指示が検出されない場合には、前記縮小手段
により前記所定サイズの縮小画像を生成させる制御工程とを実行させるためのプログラム
。
【請求項１８】
　コンピュータに、
　移動指示入力を検出する検出工程と、
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　画像データの、前記移動指示入力に応じた切り出し位置から所定の大きさの領域画像を
切り出す切り出し工程と、
　前記領域画像から所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理工程であって、前
記移動指示入力が検出され、かつ前記移動指示入力に応じた方向に前記切り出し位置を移
動可能である場合には、前記移動指示入力が検出され、かつ前記移動指示に応じた方向に
前記切り出しを行う位置を変更可能でない場合よりも、低い解像度の表示用画像データを
生成する画像処理工程とを実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述の目的は、画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像処理装
置であって、画像データから、所定サイズよりも小さい縮小画像を生成する縮小手段と、
縮小画像に対して回転処理を適用し、回転画像を生成する回転手段と、回転画像を所定サ
イズに拡大した結果を表示用画像データとして出力する変倍手段とを有することを特徴と
する画像処理装置によって達成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、上述の目的は、画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像
処理装置であって、画像データの切り替え指示を検出する検出手段と、画像データの縮小
画像を生成する縮小手段と、縮小画像を回転した回転画像を生成する回転手段と、回転画
像を所定サイズに変倍する変倍手段と、切り替え指示が検出されている場合には、縮小手
段により所定サイズよりも小さい縮小画像を生成させ、切り替え指示が検出されない場合
には、縮小手段により所定サイズの縮小画像を生成させる制御手段とを有することを特徴
とする画像処理装置によっても達成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、上述の目的は、画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像
処理方法であって、画像データから、所定サイズよりも小さい縮小画像を生成する縮小工
程と、縮小画像に対して回転処理を適用し、回転画像を生成する回転工程と、回転画像を
所定サイズに拡大した結果を表示用画像データとして出力する変倍工程とを有することを
特徴とする画像処理方法によっても達成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、上述の目的は、画像データから、所定サイズの表示用画像データを生成する画像
処理方法であって、画像データの切り替え指示を検出する検出工程と、画像データの縮小
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画像を生成する縮小工程と、縮小画像を回転した回転画像を生成する回転工程と、回転画
像を所定サイズに変倍する変倍工程と、切り替え指示が検出されている場合には、縮小工
程により所定サイズよりも小さい縮小画像を生成させ、切り替え指示が検出されない場合
には、縮小工程により所定サイズの縮小画像を生成させる制御工程とを有することを特徴
とする画像処理方法によっても達成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照しながら詳細に説明する。
＜＜第１の実施形態＞＞
　図１は、本発明による画像処理装置の一実施形態としての撮像装置の構成例を示すブロ
ック図である。同図において１００はＣＰＵ（Central Processor Unit：中央処理装置）
である。１０１はＣＰＵ１００のためのインターフェース回路（Ｉ／Ｆ）、１０２はメモ
リカード等の記録媒体、１０３は記録媒体１０２のためのインターフェース回路（Ｉ／Ｆ
）である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、システムコントローラ１０４はＣＰＵ１００の制御に従って撮像装置をコントロ
ールする。メモリ制御ブロック１０５は、圧縮ブロック１１９の出力または記録媒体１０
２の出力を第１のメモリ１０６に、伸張ブロック１０９の出力を第２のメモリ１０７に、
回転ブロック１１１の出力を第３のメモリ１０８に、それぞれＤＭＡ転送する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　第１のメモリ１０６は圧縮後のデータ又は記録媒体１０２より読み出したデータを保存
する。第２のメモリ１０７は伸張後のデータを保存する。第３のメモリ１０８は回転後の
データを保存する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　ステップＳ１０において、ＣＰＵ１００は、スイッチＳPLAYをオンを判別すると、再生
モードとなる（ステップＳ１５）。ステップＳ２０では、ＪＰＥＧ圧縮データを記録媒体
１０２からシステムコントローラ１０４を介し、第１のメモリ１０６に順に書き込む。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３５】
　ステップＳ３０では、第１のメモリ１０６上のＪＰＥＧ圧縮データを読み出し、メモリ
制御ブロック１０５を介して、伸張ブロック１０９にＤＭＡ転送する。伸張ブロック１０
９はＪＰＥＧ圧縮データを伸張し、第２のメモリ１０７に順に書き込む。この状態の画像
データが図２（ａ）の状態である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　一方、ステップＳ４０でスイッチＳFWD又はＳREVの押下が検出されず、コマ送り再生が
停止したと判定される場合には、ステップＳ９０に移行する。表示対象となる画像データ
を第２のメモリ１０７から読み出し、縮小ブロック１１０において、補間処理を用いた縮
小処理を適用する点はステップＳ５０と共通するが、縮小後のサイズが表示画面サイズ（
６４０画素×４８０画素）に等しい点が異なる（図３（ｂ））。この場合も、図２に示し
たコマ送り再生時と同様、縦方向と横方向の縮小率は異なっており、縮小画像は歪んだ状
態にある。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　なお、本実施形態では、回転表示処理についてのみ説明したが、例えば記録媒体１０２
に向きの異なる画像が混在しており、これらをコマ送り再生する際には、回転の不要な画
像（ランドスケープ画像）も含まれる。このような場合には、回転の必要な画像に対して
のみ上述した回転表示処理を適用する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(7) JP 2006-227297 A5 2008.4.3

【図１】
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